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Ⅲ．黄老思想が生んだ総合的思想書
　　斉・秦・漢〜『黄帝内経』を準備した気の３大センター

【１】戦国の覇者であった東の斉は、帝国統一に挫折し秦によって滅亡したが、大きな書物として『管子』を残した。その後、ＢＣ221、天下統一をなしとげた西の秦は、総合思想書『呂氏春秋』を残した。そして漢帝国では、大著『淮南子』と『春秋繁露』が生まれた。『黄帝四経』の内容と『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』の内容は互いに関連している。そして、これら５書と『黄帝内経』とは、天人合一の天道思想という同じ思想範疇に属している。

［中国、日本における黄老思想の研究史は、まだ３０年。その短い期間に、黄老思想についての考え方は急速に変わってきた。　
　a．初期の研究は、漢初の「黄老之治」に焦点が当てられていた。
　b．1973年、湖南省長沙の馬王堆漢墓から「黄帝四書」と目される文献が見つかって以来、黄帝四書が黄老書だとして研究が進められた。（日中をまたがって最大の研究成果が浅野裕一著『黄老道の成立と展開』（1992）である。熊野論文は、それ以前の黄老思想研究にとどまり、「黄帝思想」とは天人合一の天道思想であると解読した浅野裕一の研究成果を取り込んでいないので、黄老思想と『黄帝内経』は関係がない、と誤解をしている。）
　c. 現在では、黄老思想との関連で、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』も研究されている。後期の『荘子』さらに『老子』の黄老化も指摘されている。つまり、現在の『荘子』『老子』には、漢初に黄老思想の君主絶対の政治観から書き加えられた章があるという見方である。］

【２】『黄帝四経』『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』を「気の思想書」ととらえれば、『黄帝内経』は中国古代の気の文化の只中から誕生したといえる。古代中国には「気の医学書」である『黄帝内経』を準備した斉、秦、漢の「気の文化」３大センターがあった。これら諸子百家統合の総合的思想書と『黄帝内経』の医学思想が、同じく天地の理法に順うべしという天道思想の思想圏にあることを、かいつまんで見ていこう。

　 天道思想には、①天を人格神と捉え、悪い政治を行えば罰を下すという災異説の要素と②陰陽、五行、循環の法則という機械論的宇宙論の要素がある。
　　『黄帝四経』には両者が結び付いていた。
　　『管子』『呂氏春秋』『淮南子』は機械論的宇宙論が主調である。
　　『春秋繁露』の天道思想は、機械論的宇宙論を精緻で詳細なものにし、災異説を強調した。
　こうした流れの先に、現在の『黄帝内経』の医療思想がある。

Ⅳ．黄老思想による政治書と『黄帝内経』の関係

【１】『黄帝四経』（ＢＣ250，260年頃〜、浅野裕一説）
「天下に王たる者の道は、天あり、人あり、地あり。三者これを参（ま）じえ用いて、よく天下をもつ」（『経法』）
「王者は幸をもって国を治めず、国を治むるにもとより前道あり。上は天の時を知り、下は地の利を知り、中は人事を知る」（『十六経』）→天地人三才思想
「賢人は上は天に配して以て頭を養い、下は地に象どりて以て足を養い、中は人事に傍（なら）いて以て五藏を養う」（『素問』陰陽応象大論篇）
「夫れ道なるものは、上は天文を知り、下は地理を知り、中は人事を知れば、以て長久すべし」（『素問』気交変大論篇）
「天地の至数は、一に始まり九に終わる。一なるものは天、二なるものは地、三なるものは人、因りてこれを三にし、三三なるものは九、以て九野に応ず。故に人に三部あり、部に三候有り、以て死生を決し、以て百病に処し、以て虚実を調じて、邪疾を除く」（『素問』三部九候論篇）
「余、小鍼を以て細物と為すなり。夫子（＝先生）乃ち上はこれを天に合し、下はこれを地に合し、中はこれを人に合すと言う。余、以為（おもえ）らく、鍼の意を過ぐと。願わくば其の故を聞かん。歧伯曰く、何れの物か天より大ならんや。夫れ鍼より大なるものは、惟（ただ）五兵（＝弓、矢、矛、戈［か、ほこ］、戟［げき、ほこ］など５つの兵器）なるもののみ。五兵なるものは死の備なり。生の具に非ず。且つ夫れ人なるものは、天地の鎮（＝天地万物のなかで最も重要な存在）なり、其れ参ぜざるべからざるか。夫れ民を治するものは、亦唯だ鍼のみ。夫れ鍼と五兵と、其れ孰（いずれ）か小なるか」（『霊枢』玉版篇）
「天を天とせざれば則ちその神を失い、地を地とせざれば則ちその根を失う。四時（春夏秋冬）の度（＝規律）に順わざれば則ち民は疾む」（『経法』）
「四時に度あるは、天地の理なり。日月星辰に数あるは、天地の紀なり。…一は立て一は廃し、一は生じ一は殺し、四時代わる代わる正（しゅ）たりて、終わりて復た始まる」（『経法』）→循環の思想
「経脈は流行して止まず、環周して休まず」（『素問』挙痛論）　
「精専なるものは、経隧を行き、常に営して已（や）むこと無く、終りて復た始まる。是れを天地の紀（＝紀律）と謂う。故に気は太陰より出で、手の陽明に注ぎ、上行して足の陽明に注ぎ、下行して跗上に至り、大指の間に注ぎ、太陰と合す。上行して⋯⋯⋯⋯」（『霊枢』営気）
「気の行くことなきを得ざるや、水の流るるが如く、日月の行の休まざるが如し。故に陰脈はその蔵を栄し、陽脈はその府を栄し、環の端なきが如く、その紀を知ることなく、終わりてまた始まる。その流溢の気は、内は藏府に漑（そそ）ぎ、外は腠理を濡す」（『霊枢』脈度）　　
「人は気を穀に受け、穀は胃に入り、以て肺に与え伝え、五蔵六府、皆以て気を受く。其の清なる者を営と為し、濁なる者を衛と為し、営は脈中に在り、衛は脈外に在り、営周して休まず、五十にして復た大会す。陰陽相い貫き、環の端無きが如し。衛気は陰を行くこと二十五度、陽を行くこと二十五度、分れて昼夜を為す」『霊枢』営衛生会(18) 
「其の気五蔵に内（い）りて、外に肢節を絡（まと）う。其の浮気の経を循らざる者は、衛気たり。其の精気の経を行（めぐ）る者は、営気たり。陰陽相隨い、外內相貫き、環の端無きが如く、亭亭淳淳（＝流れ果てない）として、孰（た）れか能（よ）くこれを竊（きわ）めんや。⋯⋯⋯能く陰陽十二経を別つ者は、病の生ずる所を知る」『霊枢』衛気(52)　
「黃帝問いて曰く。用鍼の服（こと、＝技術）、必ずや法則あらん、今、何の法、何の則や。歧伯対（こた）えて曰く、天に法り地に則り，合するに天光（＝日月星）を以てす。帝曰く。願くは卒（ことごと）くこれを聞かん。歧伯曰く、凡そ刺の法、必ず日月星辰四時八正（＝二至、二分、四立）の気を候い、気定まりて乃ちこれを刺す。是の故に天温かに日明らかなれば、則ち人の血、淖液（＝潤滑に流れ）して、衛気浮かぶ。故に血寫し易く、気行り易し。天寒く日陰（くも）れば、則ち人の血凝泣（＝凝滞）して衛気沈む。月始めて生ずれば、則ち血気始めて精にして、衛気始めて行る。月郭満つれば、則ち血気実し、肌肉堅し。月郭空なれば、則ち肌肉減じ、経絡虛し、衛気去り、形独り居る。是を以て天の時に因りて血気を調うるなり。是を以て天寒くして刺すこと無かれ、天温かにして疑うこと無かれ。月生じて寫すること無かれ、月満ちて補すること無かれ。月郭空にして治すること無かれ。是れを時を得てこれを調うと謂う」（『素問』八正神明論)
「治するに天の紀に法らず、地の理を用いざれば、則ち災害至るなり」（『素問』陰陽応象大論）
「日は明をなし、月は晦をなす。昏くして休み、明るくして起く」（『称』）
「天に順う者は昌え、天に逆らう者は亡ぶ。天道に逆らうことなければ、則ち守る所を失わず」（『十六経』）
「陰陽に従えば則ち生き、これに逆らえば則ち死す。これに従えば則ち治まり、これに逆らえば則ち乱れる」（『素問』四気調神大論篇）
「天の時に順えばすなわち、病、期を与うべし。順う者は工為（た）り、逆う者は粗為り」(『霊枢』順気一日分為四時篇)」

【２】『管子』（戦国〜漢初？）　戦国七雄の一つ、山東半島の斉は商業で栄え、学問に力を入れ、紀元前4世紀には、学者数千人を擁して稷下の学を謳歌した。その成果の集大成である『管子』は、稷下の学のリーダー格だった黄老道家の天道思想を基礎に天地宇宙の成り立ちを探究する一方、儒家、墨家、法家の思想により、国家統治のための人格と道徳の在り方を考察し、それらを神仙家的な身心の養生術を通して実現しようとする。「気の精微なるもの」を「精」とし、精気に立脚して気の思想を精緻化している。

「道の天にあるものは日なり。その人にあるものは心なり。故に曰く、気あるときは生き、気なきときは死す。生なるものは、其の気を以てす」（『管子』枢言篇）
「人の生は天その精を出し、地その形を出し、合わせて人となす。和すればすなわち生じ、和せざれば生ぜず」「精は気の精なるものなり」（内業篇）　　　　
「およそ物の精、化すれば則ち生をなす。下は五穀を生じ、上は列星となる。天地の間に流（し）く。これを鬼神という。胸中に蔵する、これを聖人という」「故に化気なり。化すれども気をかえず」（内業篇）
「およそ食の道は大いに充つれば、形傷れて蔵せず。大いに節すれば骨枯れ血凝（こ）る。充節の間これを和なるという。精の舎るところにして、知の生ずるところなり」（内業篇）
「気を専らにすれば神のごとく、万物つぶさに存す。よく専らならんか。よく一ならんか。よく卜筮なくして吉凶を知るか。これを思いこれを思い、また重ねてこれを思う。これを思いてしかも通ぜずんば、鬼神、特にこれを通ぜんとす。鬼神の力にあらざるなり。精気の極なり」（内業篇）
「上古に真人なる者あり。精気を呼吸し、独り立ちて神を守り、肌肉一の若し。故に能く寿は天地を敝（つく）し、終る時あることなし。⋯⋯中古の時、至人なる者あり。陰陽に和し、四時に調え、世を去り俗を離れ、精を積み神に全く、天地の間に遊行し、八達（＝八方の遠方）の外を視聴す。⋯⋯その次に聖人なる者あり。天地の和に処（お）り、八風の理に従い、嗜欲を世俗の間に適（かな）え、恚嗔（いしん＝怒り）の心なく、行いは世を離るるを欲せず。⋯⋯外、形を事に労せず、内、思想の患いなし。恬愉（てんゆ＝静かな喜び）を以て務めとなし、自得を以て功となし、形体敝（ほろび）ず、精、神散ぜず、また百を以て数うべし」（『素問』上古天真論）
「両神（＝男女両性）相搏（まじ）わり、合して形を成す。常に身に先んじて生ずるを是れを精と謂う」(『霊枢』決気)。
これによれば、「精」は身体より先に存在するので、「先天の精」と呼ぶ。
「人始めて生ずるや、先ず精を成し、精成りて脳髄生ず。骨を幹と為し、脈を営と為し，筋を剛と為し、肉を墻（しょう＝垣根）と為し、皮膚堅くして毛発長ず」（『霊枢』経脈）
「食気胃に入れば、精を肝に散じ、気を筋に淫（うるお）す。食気胃に入れば、濁気は心に帰し、精を脈（＝血脈）に淫す。」 (『素問』経脈別論) 
 「水を陰と為し、火を陽と為す。陽は気と為し、陰は味と為す。味は形に帰し、形は気に帰す。気は精に帰し、精は化に帰す。精は気を食し、形は味を食す。化は精を生じ、気は形を生ず」（『素問』陰陽応象大論）
「造化→精→気→形→味」の生成論？

「心の体に在るは、君の位なり。九竅の職にあるは、官の分なり。心は其道に処り、九竅は理に循（したが）う。嗜欲充益すれば、目は色を見ず、耳は声を聞かず。故に曰く、上、其の道を離るれば、下、其の事を失う。馬を代えて走ることなく、其の力を尽せしめ、鳥を代えて飛ばすことなく、其の羽翼を弊（つかれ）せしめよ。物に先んじて動くことなく、以て其の則を観よ。動くならば則ち位を失い、静かならば乃ち自から得る」（『管子』心術上）
「心なる者は、君主の官なり、神明焉（これ）より出ずる。⋯⋯⋯故に主明かなれば則ち下、安んじ、此れを以て生を養えば則ち寿、世を歿（お）うるまで殆（あやうから）ず。以て天下を為（おさ）むれば則ち大いに昌（さか）んなり。主、明かならざれば則ち十二官危うし。使道（＝気血の道）閉塞して通ぜず。形乃ち大いに傷る。此れを以て生を養えば則ち殃（わざわい）あり。以て天下を為める者は、其の宗（＝国家、民族）大いに危うし」（『素問』霊蘭秘典論） 

【３】『呂氏春秋』（紀元前２３９）　斉の勢いが衰えた後、西方の秦が、天下統一に向けての勢いを強めた。宰相・呂不韋が来るべき秦帝国の統治論、文化政策として、学者たちを集め編纂させた『呂氏春秋』は、秦始皇帝の天下統一（紀元前221）の18年前に完成した。儒家の「修身・斉家・治国・平天下」の教えに則り、身を修（治） めることを核心とする思想に立ち、諸学を折衷している。黄老思想の影響下に、上下往復の円運動をする精気の思想によって宇宙の形成、天体の運行、四季の変化、生物の成長から死に至る過程を説明したのも特徴である。それは、『黄帝内経』の循環する経脈思想に、直接影響を与えた可能性がある。神霊・鬼神という神秘的存在を遠ざけた合理的な養生．医療観も、『黄帝内経』の精神に先行する。
　
　この書には、「天下は一人の天下にあらずして、天下の天下なり」（孟春紀）と、君主の絶対権力に歯止めを掛ける思想が盛り込まれ、恐らく、それも一因となって、呂不韋は死に追い込まれる。

（『呂氏春秋』と『黄帝内経』の関係について語るなら、『管子』→『呂氏春秋』→『素問』『素問』四気調神大論と流れる、「時令説（国王が四時ごとに、なすべきこと、してはならないことを記したもの）」についての検討をすべきである。本論は、黄老思想に焦点を絞っていることもあり、今後の課題としたい）

「何をもって天道の円なるを説くや、精気一上一下し、円周複雑として係留するところなし。故に天道は円なりという。……日夜一周するは円道なり。月、二十八宿にやどり、軫（ちん、南方の第７宿）と角（東方の第１宿）と属（つづ）くは円道なり。精、四時にめぐり、一上一下し、各々ともに遇うは円道なり。物動けば萌し、萌して生じ、生じて長じ、長じて大に、大にして成り、成ればすなわち衰え、衰えればすなわち殺（か）れ、殺（か）るればすなわち藏（かくる）るは円道なり」（同季春紀・円道）
「太一、両儀（天地のこと）を出し、両儀、陰陽を出し、陰陽変化し、一上一下し、合して章をなす（万物を創る）。渾渾沌沌、離るればまた合し、合すればまた離る。これを天常（宇宙自然の法則）という。天地は車輪の如く、終わればまた始まり、極まればまた反り、みな当たらざるなし」（大楽）
「流水腐らず、戸枢蠹（ろう＝虫が食う）せざるは、動けばなり。形気も亦た然り。形動かざれば則ち精流れず。精流れざれば則ち気鬱す。鬱、頭に居れば腫をなし、風をなす」（尽数）→江陵張家山出土『脈書』
「凡そ人の三百六十節、九竅五蔵六府、肌膚は其の比ならんことを欲し、血脈は其の通ぜんことを欲し、筋骨は其の固ならんことを欲し、心志は其の和せんことを欲し、精気は其の行らんことを欲するなり。此の若ければ則ち病居る所無くして、悪由りて生ずること無し。病の留まり、悪の生ずるは、精気鬱すればなり」（達鬱）
「およそ事の本はまず身を治む。その大宝（からだ）をおしみ、 その新を用い、その陳を棄てれば（新しい気を吸い、古い息を吐けば）、腠理遂通し、精気日に新たに、邪気ことごとく去り、その天年に及ぶ（全うする）。これをこれ真人という」（先己篇）
「今、世上、卜筮祷祠す。故に疾病いよいよ来る。故に巫医、毒薬、遂除（ちくじょ＝おはらい）してこれを治るは、古の人これを賤しむ。その末なるがためなり」（尽数）
「この故に聖人はすでに病めるを治せず、いまだ病まざるを治し、すでに乱るるを治せず、いまだ乱れざるを治す。（「是故聖人不治已病治未病、不治已乱治未乱」）それ病すでになりてのちこれを薬し、乱すでになりてのちこれを治するは、例えば渇して井戸を掘り、戦って錘を鋳るがごとく、また晩からずや」（『素問』四気調神大論）
「鬼神にこだわる者は、共に至徳を言うべからず」（『素問』五蔵別論）
「道に鬼神なし。独り来たり、独り往く」（『素問』宝命全形論）

【４】『淮南子』（ＢＣ１３９）　漢帝国成立後、60年ほどたった武帝の時代。淮南王劉安のもとに集まった大勢の学士が、黄老道家や老荘道家の説く宇宙と人生の真理を基礎に、儒家、法家の統治論、その他の思想家の学説を総合し、『淮南子』をまとめ武帝に献上した。武帝が国力拡大を目指し、帝王権力強化のため、儒教国教化を図ろうとしたのに対して、より柔軟な道家思想を基調に天下太平を導こうとしたが、劉安は、自死に迫られた（金谷治『淮南子の思想 老荘的世界』講談社学術文庫、1992）。
平岡禎吉著『淮南子に現れた氣の研究』（理想社、1961）によれば、『淮南子』は漢初に至る書物の中で「天気」「地気」「陰気」「陽気」「春気」「蒸気」「神気」「生気」「養気」「望気」などの「気」の字を最も多く使用している。『論語』4、『荘子』39、『管子』108、『呂氏春秋』85、『淮南子』204
天人合一思想や五蔵と五行の対応などでも、『黄帝内経』と一致する記述があり、明代には、『黄帝内経』は劉安が編纂したという説も生まれた。

「『黄帝内経素問』の成立は殆ど淮南子と同時と考えられ、…而してこの二書は、構想上や、あるいは修辞面よりして類似するところ が極めて多い。…この大部分は中心構想に於て又文章に於て、淮南子と一致し、しかも淮南子が他書とは異っても、この素問とは同一であることが多いのは、其の時代と思想が相通ずるものあるを示すものであろう。素問は病と気を説く医書である。病を医するには気を治めるに在り、これ気の研究に本書（『素問』）の果たす役割の重大となす所以である」（『淮南子に現れた氣の研究』）

「夫れ精神は天より受ける所なり。しこうして形体は地より禀（う）ける所なり。（略）。故に曰く。（胎児が誕生に至るまでには）一月して膏、二月にして膚、三月して胎、四月にして肌、五月にして筋、六月にして骨、七月にして成り、八月にして動き、九月にして躁しく、十月にして生ず。形体以って成り、五蔵乃ち形なす。是の故に肺は目を主り、腎は鼻を主り、胆は口を主り、肝は耳を主り、外は表となし内は裏となし、開閉張歙（ちょうきゅう＝伸び縮み）、各々経紀あり。故に頭の円なるや天を象り、足の方なるや地を象る。天に四時、五行、九解、三百六十六日ありて、人も亦た四支、五藏、九竅、三百六十六節あり。天に風雨寒暑ありて人も亦た取与と喜怒とあり。故に胆は雲と為し、肺は気と為し、肝は風と為し、腎は雨と為し、脾は雷と為し、以て天地と相参じるなり」（『淮南子』精神訓）
「黄帝伯高に問いて曰く。願くは聞かん、人の肢節、以って天地に応ずるは奈何。伯高答えて曰く、天は円く地は方なり。人の頭は円く足は方にしてもって之に応ず。天に日月有り、人に両目有り。地に九州有り、人に九竅有り。天に風雨有り、人に喜怒有り。天に雷電有り、人に音声有り。天に四時有り、人に四肢有り。天に五音有り、人に五藏有り。天に六律有り、人に六府有り」（『霊枢』邪客篇）
「賢人は、上は天に配して以て頭を養い、下は地に象りて以て足を養う。…天の気は肺に通じ、地の気は喉に通じ、風の気は肝に通じ、雷の気は心に通じ、谷の気は脾に通じ、雨の気は腎に通ず。故に天の邪気感ずれば則ち人の五蔵を害す」（『素問』陰陽応象大論篇）
「東方…竅は目に通じ、筋気ここに属し、蒼色は肝を主どる。南方…竅は耳に通じ、血脈ここに属し、赤色は心を主どる。西方…竅は鼻に通じ、皮革ここに属し、白色は肺を主どる。北方…竅は陰に通じ、骨幹ここに属し、黒色は腎を主どる。中央…竅は口に通じ、膚肉ここに属し、黄色は胃を主どる」（『淮南子』地形訓）
「五蔵は四時に応ず…東方は青色、入て肝に通ず。竅を目に開き、精を肝に蔵す。…南方は赤色、入りて心に通ず。竅を耳に開き、精を心に蔵す。中央は黄色、入りて脾に通ず。竅を口に開き、精を脾に蔵す。…西方は白色、入りて肺に通ず。竅を鼻に開き、精を肺に蔵す。…北方は黒色、入りて腎に通ず。竅を二陰に開き、精を腎に蔵す」（『素問』金匱真言論）

【５】『春秋繁露』（現存書は六朝時代のものとされる）漢代が始まり60年経った武帝期（BC140年—BC87年）に、儒者、董仲舒は、強固な中央集権国家の経営に適した儒教による「大一統」思想の構築を意図し、大著『春秋繁露』（現存・17巻82篇）を執筆したとされている。その成立には、直前に武帝に提出された黄老、老荘を軸とする総合思想書『淮南子』との対抗関係があったと分析する研究者もいる（池田知久「儒教の国教化と『淮南子』」『知のユーラシア3　激突と調和　儒教の眺望』明治書院、2014）。
　『春秋繁露』は、孔子、孟子の天への崇敬を極端化し、天は地上の王に権力を与えた、帝王は「天子＝天の子」だという王権神授説を唱えている。取り込まれている思想は、儒家を軸に、墨家、道家、法家、陰陽論、五行論、周易、数術など多岐にわたり、医家にも学んだであろう。「天地—国家—身体」を貫く壮大な宇宙論的神学体系となっている。政治は四季の運行と陰陽五行の法則に従わなければならないという論理や災異思想（これを天人相関論ということもある）を導入し、王権の暴走への歯止めも意図された。春秋末期以降の諸子百家思想を儒学で統一した総括書である。
　天人感応、天人合一の思想を徹底させ、人の数と天の数は同じだとし、人身の骨、関節、五蔵、四肢なども１年の日数、月数、五行、四時（春夏秋冬）の数にそっているという主張は、『黄帝内経』の思想に酷似している。

天子（帝王）は宇宙の主宰者から命を受けた
 「天は百神の君なり。王者の最も尊ぶ所なり」（郊義篇）
 「天は万物の祖、万物は天にあらざれば生じず」（順命篇）
 「天子は天より命を受け、諸侯は天子より命を受け、子は父より命を受け、臣妾（しょう）は君より命を受け、妻は夫より命を受け、諸々の命を受ける所の者は、其れ皆、天を尊ぶなり」（順明篇第七十）
「唯、天子のみ天より命を受ける。天下は天子より命を受ける。一国は則ち君より命を受ける」（為人者天篇第四十一）
「此れを明らかにして天地・陰陽・四時・日月・星辰・山川・人倫に通じ、徳、天地に伴なう者を皇帝と称す。天佑けて之れを子とし、号して天子と称す」（三代改制質文第二十三）
「夫れ、人は地に生まれ、命を天に懸く。天地気を合する。これを命（なづ）けて人という。人、能く四時に応ずる者は、天地、これが父母となる。万物を知る者は、之れ天子（天の子？）と謂う」（『素問』宝命全形論）
【設問】上の二つの文章を比較対照し、『黄帝内経』と『春秋繁露』のどちらが，他方に影響を及ぼしたのか、考えるところを述べよ。

黄老統治思想
「天は其の位を高くして其の施しを下し、其の形を蔵して其の光を見（あらわ）す。其の位を高くするは、尊を為す所以（ゆえん＝手段）なり。其の施しを下すは、仁を為す所以なり。其の形を蔵するは、神を為す所以なり。其の光を見すは、明を為す所以なり。故に位尊くして仁を施し、神を蔵して光を見すは、天の行なり。故に人主と為る者は、天の行に法（のっと）る。故に内に深く蔵するは、神を為す所以なり。外に博観するは、明を為す所以なり。群賢に任ずるは、以て成を受くるなり。乃ち自らは事に労せざるは、尊を為す所以なり。汎（あまね）く群生を愛し、喜怒賞罰を以いざるは、仁を為す所以なり。故に人主と為る者は、無為を以て道と為し、不私を以て宝と為す。無為の位に立ちて備具の官（＝完備した官僚組織）に乗ずれば、足は自ら動かずして相者（＝宰相）導進し、口は自ら言はずして擯者（ひんしゃ＝客人）賛辞し、心は自ら慮（はか）らずして群臣郊当（＝任務に当たる）す。故に其の之れを為すを見ること莫くして功成る。此れ人主の天の行に法る所以なり」（離合根第十八）

天の威を畏る〜災異思想　
　「天地の物、常ならざるの変有るもの、之れを異と謂う。小なる者、之れを災と謂う。災、常に先に至りて異乃ち之れに随う。災は天の譴（けん＝とがめること）なり。異は天の戚なり。之れを譴して知らざれば、乃ち之れを畏れしむるに威を以てす。『詩』に曰く、「天の威を畏る」とは殆（ほとん）ど此の謂いなり。凡そ災異の本は、尽く国家の失に生ず。国家の失、乃ち崩芽し始めて、天は災害を出して以て之れに譴告し、之れに譴告して変ずるを知らざれば、乃ち怪異を現して以て之れを驚駭せしめ、之れを驚駭せしめて尚ほ畏恐するを知らざれば、其の殃咎（おうきゅう、とがめ）乃ち至らん。此れを以て、天意の仁にして人を陥るるを欲せざるを見るなり。謹んで災異を案じて以て天意を見るに、天意、欲するあるなり。欲せざるあるなり。欲する所、欲せざる所、人、内に以て自ら省みれば、宜しく心に懲（ちょう＝反省点）あるべく、外に以て其の事を観れば、宜しく国に験（けん＝しるし）あるべし。故に天意を見る者の災異に於けるや、之れを畏るるも、而も悪（にく）まざるなり。以て、天、吾が過ちを救い、国が失を救はんと欲す。故に此れを以て我に報ずと為すなり。（略）。聖主賢君は尚、忠臣の諫を受くるを楽しむ。況や天譴を受くるをや」（必仁且智第三十）

天意は陰陽五行に体現される
「凡そ物は必ず合（＝対偶）有り。合は必ず上有り、必ず下有り、必ず左有り、必ず右有り、必ず前有り、必ず後有り、必ず表有り、必ず裹有り。美有れば必ず悪有り、順有れば必ず逆有り、喜有れば必ず怒有り、寒有れば必ず暑有り、昼有れば必ず夜有り。此れ皆、其の合なり。陰は陽の合、妻は夫の合、子は父の合、臣は君の合。物は合無しは莫くして、合に各々陰陽有り」(基義第五十三)
「陰陽の気は天に在りて、亦人に在り。人に在るもの、好悪喜怒を為し、天に在るもの暖清寒暑を為す」（如天之為第八十）
「天意は見難きなり。其の道は理（おさ）め難し。是の故に陰陽の入出・実虚の処を明らかにするは、天の志を観る所以なり。五行の本末順逆、小大広狭を弁ずるは、天道を観る所以なり。天の志は仁にして、其の道や義なり。人主と為る者、予奪生殺各々其の義に当たること四時の若くし、官を列し吏を置くに必ず其の能を以てすること、五行の若くし、仁を好み戻れるを悪み、徳に任じ刑を遠ざくること、陰陽の若くす。此を之、能く天に配すと謂う。天は其の道、万物に長じ、王者は人に長ず。人主の大は天地の参なり。好悪の分は陰陽の理なり。喜怒の発は寒暑の比なり。官職の事は、五行の義なり。此を以て天地の間に長じ、四海の内に蕩（うご）き、陰陽の気にまじり、天地と相雑（まじ）わる。是の故に人の言に既に曰く、王者は天地に参ずと」（天地陰陽第八十一）
「人と天地相参じ、日月と相応ずるなり。」（『霊枢』歳露論）
「夫れ四時陰陽は万物の根本なり。聖人の春夏に陽を養い、秋冬に陰を養う所以は、其の根に従うを以てす。故に万物と生長の門に沈浮す。其の根に逆えば則ち其の本伐られ、其の真壊す。故に陰陽四時は万物の終始なり。死生の本なり。之に逆えば則ち災害生じ、之に従えば則ち苛疾起らず。是を道を得たりと謂うなり。陰陽に従えば則ち生き、これに逆えば則ち死す。これに従えば則ち治し、これに逆えば則ち乱れる。」（『素問』四気調神大論）

天地人一体
　「曰く、天地人は万物の本なり。天、之れ（＝万物）を生み、地、之れを養い、人、之れを成す。天、之れを生ずるに孝悌（＝先祖を敬い、兄弟を愛する心）を以てし、地、之れを養うに衣食を以てし、人、之れを成すに礼楽を以てす。三者は相手足と為り、合して体を成す。一も無かるべからざるなり。孝梯無ければ、則ち其の生ずる所以（＝手段）を亡（うしな）い、衣食無ければ、則ち其の養う所以を亡い、礼楽無ければ、別ち其の成る所以を亡う」（立元神第十九）
「賢人は上は天に配して以て頭を養い、下は地に象りて以て足を養い、中は人事に傍いて以て五蔵を養う。天気は肺に通じ、地気は嗌に通ず。風気は肝に通じ、雷気は心に通ず。谷気は脾に通じ、雨気は腎に通ず。六経は川為り、胃腸は海為り、九竅は水注の気為り。天地を以て之が陰陽と為すなり。陽の汗は天地の雨を以て之を名づく。陽の気は天地の疾風を以て之を名づく。暴気は雷を象り、逆気は陽を象る。故に治するに天の紀に法らず、地の理を用いざれば、則ち災害至るなり」（『素問』陰陽応象大論）

同気同類は相応じる
　「今、地を平たくして水を注げば、燥を去り湿に就く。薪を均しくして火を施せば、湿を去り燥に就く。百物はその與（とも）に異にする所を去り、與に同じくする所に從う。故に気同じければ則ち会し、声比すれば則ち応ず。その驗、皦然（きょうぜん、はっきりしている）たり。試みに琴瑟を調え、之を錯（お）くに、その宮を鼓すれば、則ち他の宮、之に応じ、その商を鼓すれば、他の商、之に応ず。五音比して自ずから鳴るは、神あるに非ず、その数、然ればなり。美事は美類を召し、悪事は悪類を召すは、類の相応じて起こるなり。馬鳴けば則ち馬、之に応ずるが如し。帝王の將に興（おこ）らんとするや、その美祥もまた先に現われ、その將に亡びんとするや、妖孽（ようげつ＝不吉な前兆）もまた先に現わる。物固（もと）より類を以て相召す。故に龍を以て雨を致し、扇を以て暑さを逐ふ。軍の處る所は生ずるに棘楚（きょくそ＝いばら）を以てす。美悪は皆、従り来るものあり、以て命と爲し、その處所を知る莫し。天將に陰雨ふらさんとすれば、人の病、故より之が爲に先に動く。是れ陰の相応じて起こればなり。天將に陰雨ふらさんと欲し、また人をして睡臥せんと欲せしむるは、陰気なり。憂い有りてまた人をして臥さしむるは、是れ陰の相求むればなり。喜びありて、人をして臥さんと欲せざらしむるは、是れ陽相索（もと）むればなり。水は夜を得て長さを益（ま）すこと数分、東風至りて酒、湛溢す。病む者夜に至りて疾、益々甚だし。鶏、幾明（＝明け方）に至り、皆鳴きて相薄（せま）るは、その気益々精なればなり。故に陽益々陽にして陰益々陰なり。陰陽の気、固より類を以て相益損するべし。天に陰陽有り、人にもまた陰陽有り。天地の陰気起これば、人の陰気之に応じて起こる。人の陰気起これば、天の陰気もまた宜しく之に応じて起こるべし。その道一なればなり。此れに明らかなる者は、雨を致さんと欲すれば則ち陰を動かし以て陰を起こす。雨を止めんと欲すれば則ち陽を動かし以て陽を起こす。故に雨を致すは神に非ず」（同類相動第五十七）東洋大『春秋繁露』研究会訳・インターネットから

類を以て合す、天人一なり
「天も亦喜怒の気、哀楽の心有りて、人と相副い、類を以て之を合す。天人は一なり。春は、喜気なり。故に生ず。秋は怒気なり。故に殺す。夏は楽気なり。故に養ふ。冬は哀気なり。故に蔵す。四者は天人同じく之を有し、其の理有りて一なり。之を用うること天と同じき者は大いに治まり、天と異なる者は大いに乱る。故に人主と為るの道は、身の天と同じき者に在りて之を用ふるより明かなるは莫し。喜怒をして必ず義に当たりて出づること、寒暑の必ず其の時に当たりて乃ち発するが如くならしむるなり。徳をして刑よりも厚きこと、陽の陰よりも多きが如くならしむるなり。是の故に天の陰気を行うや、少しく取りて以て秋を成し、其の余は以て之を冬に帰す。聖人の陰気を行ふや、少しく取りて以て厳を立て、其の余は以て之を喪に帰す。喪は亦人の冬気なり。故に人の太陰は、刑に用ひずして喪に用う。天の太陰は、物に用ひずして空に用う。空も亦喪と為す。喪も亦空と為す。其の実は一なり。皆死亡に喪するの心なり」（陰陽義第四十九）
　「黃帝曰く、願わくは、四時の気を聞かん。歧伯曰く。春は生じ、夏は長じ、秋は收め、冬は藏す。是れ気の常なり、人また之れに応ず。以って一日を分けて四時となし、朝は則ち春となし、日中は夏となし、日の入りは秋となし、夜半は冬となす。朝は則ち人気生じ始め、病の気衰え、故に旦は慧し。日中は人気長じ、長ずれば則ち邪に勝ち、故に安んず。夕べは則ち人気衰え始め、邪気生じ始め、故に加える。夜半は人気藏に入り、邪気独り身に居り、故に甚しきなり」（『霊枢』順気一日分為四時）

人のみ天地に偶す
　「天の徳は施、地の徳は化、人の徳は義なり。天の気は上、地の気は下、人の気はその間に在り。春は生じ夏は長じ、百物以て興（おこ）る。秋は殺し冬は収め、百物以て藏す。故に気より精なるは莫く、地より富むは莫く、天より神なるは莫し。天地の精の以て生ずる所の物は、人より貴きは莫し。人は命を天より受く、故に超然として以て物（＝動物）より高きこと有り。物は疢疾（ちんしつ＝欠点）ありて能く仁義を爲す莫く、ただ人のみ独り能く仁義を爲す。物は疢疾ありて能く天地に偶する莫く、ただ人のみ独り能く天地に偶す。人に三百六十節有るは、天の数に偶す。形體骨肉は、地の厚きに偶す。上に耳目の聡明あるは、日月の象なり。体に空竅理脈有るは、川谷の象（かたどり）なり。心に哀楽喜怒あるは、神気の類なり。（略）是の故に人の身、首（＝頭）、坌（ほん＝大きい？）にして員（＝圓、円）たるは、天容に象る。髪は、星辰に象る。耳目戻々（れいれい＝敏感）たるは、日月に象る。鼻口呼吸するは、風気に象る。胸中達知あるは、神明に象る。腹胞實虚あるは、百物に象る。百物は最も地に近し。故に腰以下は地なり。天地の象、腰を以て帶と爲す。腰以上は精神尊嚴にして、天類の状なり。腰以下は豊厚卑辱にして、土壤の比なり。足、布（ひろがり）て方なるは、地形の象なり。是の故に礼に、帶に紳（＝大帯）を置（つ）くるには、必ずその腰に直にし、以て心を別つ。帶よりして上は盡く陽たり。帶よりして下は盡く陰たり。各々分有り、陽は天の気なり、陰は地の気なり。故に陰陽の動くや、人をして足の病み、喉痺（＝咽喉が腫脹閉塞すること）を起こさしむれば、則ち地の気上りて雲雨と爲り、象も亦之に応ずるなり。天地の符、陰陽の副、常に身に設けらるれば、身はなほ天のごとし。数と之と相參はる、故に命と之と相連なるなり。天は終歳の数を以て、人の身を成す。故に小節三百六十六は、日の数に副ふ。大節十二分は、月の数に副ふ。内に五藏有るは、五行の数に副ふ。外に四肢有るは、四時の数に副ふ。乍（たちま）ち視乍ち瞑きは、晝夜に副ふ。乍ち剛乍ち柔なるは、冬夏に副ふ。乍ち哀乍ち楽なるは、陰陽に副ふ」（人副天数第五十六）東洋大『春秋繁露』研究会訳・インターネットから
　「天は覆い地は載せ、万物悉く備わる。人より貴きはなし。人は天地の気を以て生じ、四時の法を以て成る」「夫れ、人は地に生まれ、命を天に懸く。天地気を合する。これを命（なづ）けて人という」（『素問』宝命全形論）
「天に四時五行有り、以て生長收藏し、以て寒暑燥湿風を生ず。人に五藏あり、五気を化し、以て喜怒悲憂恐を生ず」（『素問』陰陽応象大論）
「黄帝伯高に問いて曰く。願くは聞かん、人の肢節、以って天地に応ずるは奈何。伯高答えて曰く、天は円く地は方なり。人の頭は円く足は方にしてもって之に応ず。天に日月有り、人に両目有り。地に九州有り、人に九竅有り。天に風雨有り、人に喜怒有り。天に雷電有り、人に音声有り。天に四時有り、人に四肢有り。天に五音有り、人に五藏有り。天に六律有り、人に六府有り。天に冬夏有り、人に寒熱有り。天に十日有り、人に手十指有り。辰に十二有り、人に足十指・茎・垂有り以って之に応ず。女子は二節足らざるも以って人形を抱く。天に陰陽有り、人に夫妻有り。歳に三百六十五日有り、人に三百六十節有り。地に高山有り、人に肩膝有り。地に深谷有り、人に腋膕（えきかく）有り。地に十二経水有り、人に十二経脉有り。地に泉脉有り、人に衞氣有り。地に草蓂（めい）有り、人に毫毛有り。天に昼夜有り、人に臥起有り。天に列星有り、人に牙齒有り。地に小山有り、人に小節有り。地に山石有り、人に高骨有り。地に林木有り、人に募筋有り。地に聚邑有り、人にきん（月＋囷）肉（※肌肉の隆起）有り。歳に十二月有り、人に十二節有り。地四時に草をはやさざる有り、人に子無き有り。此れ人と天地相応ずる者なり」（『霊枢』邪客）
「ゆえに天を陽となし、地を陰となす。腰以上を陽となし、腰以下を陰となす」（『霊枢』経水篇）

感情の天人合一
「春は愛の志なり。夏は楽の志なり。秋は厳の志なり。冬は哀の志なり。故に愛すれども厳有り、楽しめども哀有るは、四時の則なり。志怒の禍、哀楽の義は、独り人に在るのみならず、亦天に在り。而して春夏の陽、秋冬の陰は、独り天に在るのみならず、亦人に在り。人に春気無くんば、何を以て博く愛して衆を容れんや。人に秋気無くんば、何を以て厳を立てて功を成さんや。人に夏気無くんば、何を以て養を盛んにして、生を楽しまんや。人に冬気無くんば、何を以て死を哀しみて喪に憂えんや。天に喜気無くんば、何を以て暖かくして、春、生育せんや。天に怒気無くんば、亦何を以て清（すず）しくして、秋、殺就せんや。天に楽気無くんば、亦何を以て陽を疏（ひら）いて、夏、養長せんや。天に哀気無くんば、亦何を以て陰を激して、冬、閉蔵せんや。故に曰く、天乃ち喜怒哀楽の行有りて、人も亦春秋冬夏の気有りとは、類を合するの謂いなり」（天弁在人第四十六）

治身治国の合一
　「気の清き者を精と為す。人の清き者を賢と為す。身を治むる者は、精を積むを以て宝と為し、国を治る者は、賢を積むを以て道と為す。身は心を以て本と為し、国は君を以て王と為す。精、其の本に積めば、則ち血気相承受し、賢、其の主に積めば則ち上下相制使す。血気相承受すれば、則ち形体苦しむ所無く、上下相制使すれば、則ち百官各々其の所を得る。形体苦しむ所無くして、然る後に身得て安んずべきなり。百官各々其の所を得て、然る後に国得て守るべきなり。夫れ精を致さんと欲する者は、必ず其の形を虚静にし、賢を致さんと欲する者は、必ず其の身を卑謙す。形静かにして志し虚なる者は、精気の趣く所なり。謙尊して自ら卑くする者は、仁賢の事（つか）うる所なり。故に身を治める者は虚静にして以て精を致し、国を治る者は卑謙を尽くして以て授を致すに務む。能く精を致せば、則ち明を合して寿に、能く賢を致せば則ち徳沢洽（あまね）くして国太平なり」（通国身第二十二）

　『国語』晋語篇に「上医は国を医す」とあるが、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』など黄老文献には、国を治すには国王が身を治すことが基礎だとする「治身治国」思想が濃厚である。（王璟「黄老思想治身治国一体之理論研究－以《淮南子》為中心」）台湾師範大学国文研究所碩士論文、2001年。朱維錚「歴史観念史：国病興身病—司馬遷興扁鵲伝奇」復旦学報（社会科学版） 2005 年第2 期）

『春秋繁露』通国身第二十二の治身治国論は、その伝統を継いでいる。

「我が心治し、官（政治）乃ち治し、我が心安んじ、官乃ち安んず」（『管子』内業篇）
「心安んず、これ国安んずるなり。心治す、これ国治するなり」（同心術下篇）

「治身と治国は、一理の術なり」（『呂氏春秋』知度篇）
「およそ事の本は、必ず先ず身を治す」（同先己篇）
「昔は先ず聖王其の身を成して天下成る。其の身を治めて天下治まる」（同）
「天下を取らんと欲すれば、天下取るべからず。取るべきは、身まさに先に取るべし」（同）

「いまだかつて身治して国乱る者を聞かざるなり。いまだかつて身乱れて国治する者を聞かざるなり。身は事の規矩なり」（『淮南子』詮言篇）
「心は身の本、身は国の本」（同泰族篇）
[bookmark: _GoBack]「それ欲に従いて性を失い動けば、いまだかつて正しからざるなり。以て身を治すれば則ち危うく、以て国を治すれば則ち乱れ、以て軍に入れば則ち破れる」（同斉俗篇）
「心なる者は、君主の官なり、神明焉（これ）より出ずる。⋯⋯⋯故に主明かなれば則ち下、安んじ、此れを以て生を養えば則ち寿、世を歿（お）うるまで殆（あやうから）ず。以て天下を為（おさ）むれば則ち大いに昌（さか）んなり。主、明かならざれば則ち十二官危うし。使道（＝気血の道）閉塞して通ぜず。形乃ち大いに傷る。此れを以て生を養えば則ち殃（わざわい）あり。以て天下を為める者は、其の宗（＝国家、民族）大いに危うし」（『素問』霊蘭秘典論）

『素問』霊蘭秘典論は、体内の藏府と国家の官僚制度を対応させ、国家の健康の基礎は君主の健康にあると述べている。また、『霊枢』師伝篇、外揣篇には、医療と「治国」は同じことだとする説明がある。それらからも、『黄帝内経』が黄老文献の流れを受けた医書であることが分かる。

「黄帝問うて曰く、願わくば十二蔵の相使貴賤は如何を聞かんと。岐伯対えて曰く、悉（つ）くせるかな問うや、請いて遂くに之を言わん。心は君主の官なり。神明ここに出づ。肺は相傅の官なり。治節ここに出づ。肝は将軍の官なり。謀慮ここに出づ。胆は中正の官なり。決断ここに出づ。膻中は臣使の官なり。喜楽ここに出づ。脾胃は倉廩の官なり。五味ここに出づ。大腸は伝導の官なり。変化ここに出づ。小腸は受盛の官なり。化物ここに出づ。腎は作強の官なり。伎巧ここに出づ。三焦は決瀆の官なり。水道ここに出づ。膀胱は州都の官なり。津液ここに蔵さる。気化すれば則ち能く出づ。凡そ此の十二官は相い失するを得ざるなり。」（『素問』霊蘭秘典論）
　「黃帝曰く、余は先師に聞く、心に蔵する所あるも、方に著さず（＝心に記憶しても、木簡には著録せず）、と。余、願わくは聞きてこれを藏し、則（のっと）りて之れを行い、上は以て民を治め、下は以て治身し、百姓をして病無く、上下和親し、德澤下に流れ、子孫に憂い無く、後世に伝えて、終る時、有ること無からしめん。聞くことを得べきか。歧伯曰く、遠きかな問いたまうことや。夫れ民を治むると自ら治むると、彼れを治むると此れを治むると、小を治むると大を治ると、治国と治家と、未だ逆いて之を治ることあらざるなり。夫れ惟だ順うのみ。順うとは、独り陰陽脈論、氣之逆順のみにあらざるなり。百姓人民皆、其の志に順うことを欲するなり」（『霊枢』師伝）
　「黃帝曰く、余、九鍼九篇を聞き、余、親（みず）から其の調を受け、頗（すこぶる）、其の意を得たり。夫れ九鍼なるものは、一に始まりて九に終わる。然れども未だ其の要道を得ざる也。夫れ九鍼なるものは、之れを小にすれば則ち内なく、之を大にすれば則ち外無く、深きこと下と為すべからず。高きこと蓋と為すべからず、恍惚として竅り無く、流溢して極り無し。余は其の天道、人事、四時の変に合するを知る也。然れども余願わくば之を毫毛に雜え、渾束して一と為さん、可なるか。岐伯曰く、明かなるかな、問や。独り鍼道のみに非ず、夫れ治国も亦然り」（『霊枢』外揣［すい］）
※『霊枢』は『素問』より古いという見方もある。しかし、これらの篇、および次の『霊枢』玉版篇の問答のわざとらしさが、『霊枢』の幾篇かが書かれたのは漢代よりも後であることを物語るかもしれない？
「余、小鍼を以て細物と為すなり。夫子（＝先生）乃ち上はこれを天に合し、下はこれを地に合し、中はこれを人に合すと言う。余、以為（おもえ）らく、鍼の意を過ぐと。願わくば其の故を聞かん」

人の形体は天数に化す〜天と人、君と民
　「生を為すも人を為す能はず。人を為す者は天なり。人の人為るは天に本づく。天は亦人の曾祖父なり。人の形体は天数に化して成り、人の血気は天志に化して仁に、人の德行は天理に化して義なり。人の好悪は、天の暖清に化し、人の喜怒は、天の寒暑に化し、人の受命は、天の四時に化す。人生まれて喜怒哀楽の答有るは、春秋冬夏の類なり。喜は春の答なり。怒は秋の答なり。楽は夏の答なり。哀は冬の答なり。天の副、人に在り。人の情性、天に由るものあり。故に曰く、「受」と。天に由るの號なり。人主と為る者、道は身の天を省み，天の之を出すが如くするより明かなるはなし。伝に曰く、天は之を生み、地は之を載せ、聖人は之を教う。君は民の心なり。民は君の体なり。心の好む所、体、必ず之に安んず。君の好む所、民、必ず之に從う」（同・為人者天篇第四十一）

循環の論理
「天の道は、終わりて復た始まる。」（陰陽終始第四十八）
「是の故に、天地之動靜、神明は之を綱紀と為す。故に能く以て生長收藏し、終わりて復た始まる」（『素問』陰陽応象大論）

◎『黄帝内経』と『春秋繁露』の同と異
　『春秋繁露』と『黄帝内経』とは、基本的な思想構造が酷似している。片や国家統治の政治哲学であり、王権神授の根拠や帝王学としての道徳論である。片や医学思想であり、人体の生理、病理の構造、機能の論理である。しかし、人も国家、帝王も天地が生んだ存在であり、人、国家、天地は構造、機能を同じくしているという天人合一の法則性は、両者に共通している。そして、天地宇宙を貫く陰陽五行の法則に則れば、国家と自己の身体の正しい統治が可能になるという宇宙的図式もまた同じである。

　しかし、決定的な差異もある。『黄帝内経』は災異思想を採用していない。『春秋繁露』の天人合一論は、天と人が相互に影響する双方向の関係である。道徳的行為や呪術によって人は天に働きかけることができる。つまり天と人との間に人格的、擬人的な感情の感応を設定する。それに対して、『黄帝内経』の天と人との関係は、天から人への一方向にとどまる。天は限りなく自然環境に近いものとして設定されている。その意味で、『黄帝内経』の天は、「天行常なり」の荀子の天に相当する。

　『黄帝内経』が『春秋繁露』の影響下に書かれたのか、あるいは逆か。それは分からない。しかし、『黄帝内経』は『春秋繁露』を生んだ同じ時代思潮の中にあり、それを意識しながら、その神学的政治論を合理的医学論に書き換えているという印象がある。一例を挙げれば、董仲舒は漢代の著述とされる『周易』の解説「繋辞伝下」（「天尊地卑、乾坤定矣」）と同様、「陽貴陰卑」説を採ったが、『黄帝内経』は、それに対抗するように、「陰主陽従」の立場を採っている。
　「陰は陽の助なり、陽は歲の主なり。天下の草木は陽に隨いて生じ落ちる。天下の三王（＝夏・殷・周の王）は陽に随いて（暦を）改正す。天下の尊卑は陽に隨いて位を序す。幼き者は陽の少なき所に居り、老いたる者は陽の老いたる所に居る。貴き者は陽の盛んなる所に居り、賤しき者は陽の衰える所に居る。蔵とは其の陽に当たるを得ざるを言う。陽に当たらざるは臣子、是なり。陽に当たる者は君父、是なり。故に人主は南面し、陽以て位と為すなり。陽、貴くして陰、賤しきは天の制なり。礼の右を尚ぶは、陰を尚ぶに非ざるなり。老陽を敬して成功を尊ぶなり」（天弁在人第四十六）「君は陽と為し、臣は陰と為す。父は陽と為し、子は陰と為す。夫は陽と為し、妻は陰と為す」（其義第五十三）
　「陰は内に在りて、陽の守なり。陽は外に在りて、陰の使いなり」（『素問』陰陽応象大論）
　※陰の重視は、『老子』を継承する道家思想であろう。陽の重視が生まれた後にそれとの対抗関係で、陰の重視が生まれたものと思われる。

　［参考］
漢・武帝が董仲舒を召し、政策について行った質問の中に、次の言葉がある。
「盖し聞く、善く天を言う者は、必ず人に征するあり、善く古（いにしえ）を言う者は、必ず今に験するありと。故に朕、問いを垂れるなり」
　
『素問』にも次の言葉がある。董仲舒（ないし、董仲舒学派の人々）と『黄帝内経』の同時代性を物語る？
「余聞く、善く天を言う者は、必ず人に験することあり。善く古を言う者は、必ず今に合することあり。善く人を言う者は、必ず己に厭（あく＝満足する）ことありと。此くの如くんば、則ち道に惑わずして要数を極む。謂う所の明なり」（『素問』挙痛論）
「余これを聞く、善く天を言う者は、必ず人に応じ、善く古を言う者は、必ず今に験し、善く気を言う者は、必ず物を顕らかにし、善く応を言う者は、天地の化に同じ、善く化を言い変を言う者は、神明の理に通ず、と」（『素問』気交変大論）

『荀子』性悪篇にも次のようにある。故善言古者，必有節於今；善言天者，必有徵於人
『漢書』の武帝・董仲舒問答には、黄帝・岐伯問答を彷彿させるやりとりがある。ｐ291
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